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4. 作業内容・成果物 
(1) 作業内容 

本業務は、次項「第３機能要件」に関する基本設計、詳細設計、開発・単体テスト、総合テスト、

データ移行、受入テスト係る各作業を発注するものである。 

 

(2) 履行期間 

本業務の委託期間を以下に定めるものとする。 

 

履行期間 : 今回の資料提供依頼（工程表）を基に検討。 

 

(3) 納入成果物 

(ア)  実行プログラム一式（ソースコード、テストプログラム等含む）  

(イ)  基本設計書等の各種設計書 

(ウ)  業務マニュアル、操作マニュアル及び研修教材 

(エ)  その他必要な成果物 

 

(4) 納入場所、納入条件 

三重県津市広明町 13 番地 三重県県土整備部防災砂防課 

なお、詳細については、別途三重県担当職員の指示に従うこと。 
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ア 作業用図面作成 

市町単位で、1/5 万地形図へ中学校区、字境界を書き込みした作業用図面を作成し、市町へ配布す

る。 

 

イ 避難勧告等の発令対象地域設定（市町作業） 

市町は、配布した図面へ、概ね小学校区あるいは中学校区程度の規模の面積の避難勧告等の発令

対象地域の範囲及び名称を記入し返却する。 

 

ウ 対象地域の GISデータ作成及び最終確認 

受託者は、返却された対象地域を記入した図面をトレースし、GISデータを作成する。作成した GISデ

ータについて、図化するなどにより、市町へ最終確認する。最終確認では、全県の避難勧告等の発令対

象地域が概ね同一面積水準となるよう、県及び市町と協議の上調整すること。 
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6. 機器・ソフトウェア等調達調整 
(1) 機器・ソフトウェア等調達 

前項「第 4.5(1)機器・ネットワーク・ソフトウェア構成設計」で承諾を受けた機器・ソフトウェア等を調達す

ること。 

(2) 機器・ソフトウェア等調整 

前項で調達した機器・ソフトウェアを設定し、本システムインストールするなど、本システムを稼動状態と

すること。作業結果は、システム調整結果報告書としてとりまとめること。 

 

7. 運用保守設計 
「第 4 非機能要件」及び「三重県土砂災害情報提供システム運用保守仕様書」、本業務における設計

結果に基き、運用保守仕様を設計し、以下の資料を作成すること。 

・三重県土砂災害情報提供システム運用保守仕様書 

・三重県土砂災害情報提供システム運用保守計画書 

・三重県土砂災害情報提供システム運用保守帳票 

 

8. テスト要件 
(1) 総合テスト 

総合テストに係る要件を以下に示す。 

ア 本システムが要求どおりに構築されていることを確認可能なテストを行うこと。 

イ 本システムが納入可能であることを確認すること。 

ウ 上記ア及びイの確認に当たっては、ソフトウェアが仕様に適合し、かつ本番環境で利用可能であること

を確認できる評価指標を設定した上で、テストを実施すること。 

エ 性能及び負荷のテストにおいては、本番環境と同様の環境により負荷等をかけ、問題が発生しないこ

とを確認すること。 

オ 総合テストでは、以下の項目について確認を行うこと。 

I. 機能性 

ａ システム機能が、正常系、異常系ともに仕様書どおりに動作すること。 

ｂ 他システムとの業務連携処理が正常に機能すること。 

ｃ 情報セキュリティ要件を満たしていること。 

II. 信頼性 

ａ 信頼性要件を満たしていること。 

ｂ 障害が発生した際の回復処理が適切であること。 

III. 使用性 

ａ 要件及び説明書どおりに動作し、利用者が利用しやすいこと。 

IV. 性能性 

ａ オンライン処理、バッチ処理の応答時間、スループットが適切であること。 
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カ システム復旧試験 

(ア) バックアップデータを用いたシステム復旧試験を実施すること。 

(イ) システム復旧手順は手順書としてとりまとめ、報告書へ添付すること。 

 

(2) 受入テスト 

三重県が主体となって実施する受入テストに係る要件を以下に示す。 

ア 受入テスト実施者が行う具体的な手順及び結果を記入するための受入テスト手順書案を作成すること。

なお、システム操作に精通していない職員でも分かりやすいテストとなるように工夫すること。 

イ 受入テストは三重県が主体となって行うが、三重県の求めに応じて受入テストをサポートするための要

員を確保すること。 

ウ 可能な限り本番環境と同等の受入テスト実施環境を準備すること。 

エ 受入テストで必要となるテストデータについて準備すること。 

オ 受入テストで確認された障害について、解析を行い、対応方針を提示し三重県の承認を得ること。 

カ 三重県に承認された対応方針に従い、プログラム及びドキュメント等を修正すること。 

キ テスト時に使用した一時ファイル等の不要なファイル等は、受入テスト終了後、受託者において削除

すること。 

 

9. システム導入 
(1) 一般事項 

ア 全般 

(ア) 受託者は、システム導入に関する次の作業を実施すること。作業結果は、システム導入作業結果報

告書として取りまとめること。 

(イ) 今回のシステム導入に伴う既設システムの停止期間は最小となるよう、各種工程、作業内容を調整す

ること。 

(ウ) 本業務の履行に伴い、既設システムに影響があった場合は、受託者の負担で速やかに現状復帰さ

せること。但し、受注者に帰責がある場合に限る。 

(エ) 既設システムの停止時間が最小となるよう留意した計画とすること。 

イ 配線工事等 

(ア) 機器の据付けにあたっては、予め工程表及び機器配線図等を提出し、三重県の承認を受けるものと

する。また、振動、衝撃等に充分留意し、施工しなければならない。 

(イ) 通信ケーブル誘導障害を防止するため、シールド巻とすること。 

(ウ) 電源線と通信ケーブルとは、平衡して布設しないものとする。また、やむを得ず布設する場合は隔離

すること。 

(エ) 各ケーブルには番号を付け、保守点検を容易なものにすること。 

(オ) ケーブルと機器との接続は、原則として圧着端子を使用するものとし端子に張力をかけないこと。 

(カ) 受注者は労働安全衛生規則を厳守し、施工すること。 
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マイクロソフト  ボリュームライセンスについて 
 
 

No. ライセンス名 

1 地域 Select  Plus for Government Partners 

サーバー製品群（価格レベル記載不要） アプリ

ケーション製品群（価格レベル記載不要） 

2 Open License for Government サーバ
ー製品群（価格レベル記載不要） システム
製品群（価格レベル記載不要） 
アプリケーション製品群（価格レベル記載不要） 

※  有効期間等の日付については、受託事業者からマイクロソフトへの発注日が基準になるため、注意が必要である。 
※  地域 Select Plus for Government Partners の発注に際しては、ライセンスの納入までに 1 か月程度かかることがあ 

るので、十分な納期を確保する必要がある。 
※  2014 年 8 月 1 日以降、価格レベルが撤廃されたため、価格レベルの記載は不要。 
※  サーバー製品群、アプリケーション製品群については、１・２どちらのライセンスプログラムでも利用できる。ただし、２ 
のライセンスプログラムを利用する場合はマイクロソフトへ独自の申込が必要となるため、注意が必要。 

 
・各製品群の主なライセンス製品およびポイントについて ライセンス情報  製品使用権、製品一覧およびライ

センス トピックス 

http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/about-licensing/product-licensing.aspx#tab=2 

の中の「ボリューム ライセンスプログラム共通製品表」 
 

 


